
番 号

令和 4 年 10 月 5 日

殿

学長 服部 泰直

１ 開設者の住所及び氏名

（注）

２ 名称

３ 所在の場所

４ 診療科名

4－1 標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2 標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

〒693-8501 島根県出雲市塩冶町89-1

電話（ 0853 ） 23 － 2111

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

呼吸器内科は、呼吸器・化学療法内科で標榜している。
神経内科は、脳神経内科で標榜している。
内分泌内科及び代謝内科は，内分泌代謝内科で標榜している。

４腎臓内科

５神経内科

1島大医総第310

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人島根大学

標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和３年度の業務に関して報告します。

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒690-8504 島根県松江市西川津町1060

国立大学法人島根大学

島根大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

島根大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 無

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

（様式第10）（様式第10）



（注）

（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

2消化器外科 ３乳腺外科

1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

感染症内科は、内分泌代謝内科、腫瘍・血液内科、消化器内科、肝臓内科、脳神経内科、膠原病内科、呼吸器・化学療法内
科、腎臓内科で診療している。
アレルギー科は、呼吸器・化学療法内科、皮膚科、小児科で診療をしている。
リウマチ科は、膠原病内科で標榜している。

外科 無

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

乳腺外科及び内分泌外科は、乳腺・内分泌外科で標榜している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

歯科の診療体制

歯科医師を常時配置している。

1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

臨床検査科

病理診断科 リハビリテーション科
耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

腫瘍内科 肝臓内科 形成外科 肝・胆・膵外科



（注）

５ 病床数

６ 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

365 7 366.7 37 0

13 0 13 23 46

43 0 43 9 0

0 0 0 11 0

53 1 53.8 0 0

788 23 803.5 18 11

0 0 0 0 50

0 7 7 0 241

8 0 8 40 24

（注）

７ 専門の医師数

（注）

８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 3 年 4 月 1 日

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 椎名 浩昭 ） 任命年月日

・医療問題専門部会長
・日々のインシデントレポート把握
・病院内での全死亡患者の把握
・合併症の把握
・医療安全管理委員会委員

救急科専門医産婦人科専門医 11

合計

11

8

3

5

17

13

13

196

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

43

37

6

16

6

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

30

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

570 600

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計



９ 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10 施設の構造設備

12 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

523 ㎡ （主な設備）

100 ㎡ （主な設備）

239 ㎡ （主な設備）

57 ㎡ （主な設備）

14,725 ㎡ （主な設備）

1,910 ㎡ 室数 室 人

1,819 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

病床数 20222.55

算出
根拠

自動包埋装置、自動染色装置

感染対策用解剖台、臓器撮影装置

透過電子顕微鏡、質量分析装置

1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 79.6 逆紹介率 57.9

10

11,031

9,210

1,644

15,916

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

52

生化学検査装置、免疫分析装置

安全キャビネット、血液培養装置、質量分析装置

床面積

共用する室名

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

1

収容定員

蔵書数

1,504

139,000図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
499.33

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

516.3

1258.6

1333.5

121

3

18

301

1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

499.5

1167.4

16.8

91.3

歯科等以外 歯科等 合計



（注）

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

無

無

○ 無

無

（注）

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

大谷 順 雲南市立病院
医療安全管理に関する

識見を有する
1

二國 則昭
弁護士法人

広島みらい法律事務所
医療安全管理に関する

識見を有する
1

高瀬 政夫
出雲市今市地区
社会福祉協議会

医療を受ける者 2

利害
関係

委員の要件
該当状況

大居 慎治 松江赤十字病院
医療安全管理に関する

識見を有する
1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

島根大学医学部附属病院のホームページに公表
https://www.med.shimane-u.ac.jp/hospital/intro/tokuteikinou_gaibukansa/index.html

有

有

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

10

0

4

20

4

34

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

細胞診検体を用いた遺伝子検査

多項目迅速ウイルスPCR法によるウイルス感染症の早期診断

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

1

1

1

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 E-CPR (体外循環式心肺蘇生) 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 経鼻内視鏡下側頭下窩手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 視神経管減圧術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 貼り付け型骨導補聴器 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 皮膚悪性腫瘍切除術におけるセンチネル リンパ節 取扱患者数 6人

医療技術名 包括的周術期等口腔機能管理 取扱患者数 1500人/年

当該医療技術の概要

医療技術名
コンピューターアシストによる患者カスタムメイド型カッティングガイドおよび
再建用プレートによる腫瘍切除並びに顎骨再建

取扱患者数 15人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡を用いた顎口腔りょいき停侵襲手術 取扱患者数 15人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 サージカルガイドを用いた広範囲顎骨支持型装置の埋入 取扱患者数 5人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 ナビゲーションシステムを用いた顎顔面骨折の治療 取扱患者数 10人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 3D模型を用いた顎顔面骨折の再建 取扱患者数 10人/年

当該医療技術の概要

当該医療技術の概要
悪性黒色腫、メルケル細胞癌、有棘細胞癌、乳房外パジェット病に対して色素法とRI法併用によるセンチネルリンパ節生検を
施行し、微小転移を検索し、病期決定や術後補助療法の検討している。県内唯一の施設である。

高度の医療の提供の実績

心肺停止患者に対し、膜型人工肺(ECMO)を用いて蘇生処置を行う。

経鼻内視鏡を用いて経上顎洞的に側頭下窩内の腫瘍を摘出した。

外傷性の視神経管骨折に対して内視鏡下に緊急減圧術を行った。

新規補聴デバイスである貼り付け型骨導補聴器を新規導入し、評価した。

周術期における口腔内のトラブル・肺炎・感染性心内膜炎などの感染予防、化学療法中の口腔有害事象対策、緩和ケアとし
ての口腔衛生管理のため、オーラルマネジメントを推進している。

顎口腔領域の腫瘍切除と顎骨再建の3次元的切除再建は非常に困難である。そこでコンピューターシミュレーション下に作成
した患者カスタムメイドのカッティングガイドと再建用プレートを用い、精密かつ確実な腫瘍切除と正確なプレートの適合、なら
びに再建用プレート屈曲にかかる手術時間の短縮を可能としている。

顎口腔領域はその解剖学的特徴から明視野下での処置が困難なことが多い。そこで内視鏡補助下に手術を行いこれまで盲
目下でした処置できなかった顎骨内病変の切除、摘出、上顎洞内異物の摘出、顎変形症治療や顎顔面骨折の整復を確実な
ものとする。

広範囲顎骨支持型装置はその適応症の性質から、再建顎骨や広範囲の顎欠損といった埋入時にその部位や方向などの確
認が困難となることが多い。そのため事前にコンピューター上で設計し作成したサージカルガイドを用いて、設計通りの広範囲
顎骨支持型装置の埋入を可能とする。

顎顔面骨折はその解剖学的特徴から、術野の明示ならびに骨折部位の到達には困難を要すことが多い。そのため術前CTを
用いた術中ナビゲーションシステムを用いることで器具の到達、整復の程度をモニター上で確認し確実な整復固定を可能とす
る。

顎顔面領域は複雑かつ菲薄な骨により構成されているため骨折により容易に広範囲の骨欠損を生じる。その場合再建または
整復の指標として術前に健側の骨形態をミラーリングした3D模型を作成しすることで機能的、整容的に優れた治療を行うことが
できる。

（様式第2）



医療技術名 内視鏡手術支援機器を用いた直腸切除術 取扱患者数 19人

当該医療技術の概要

医療技術名 遺伝子パネル検査を用いた大腸がん患者への個別化治療の提供 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 造血幹細胞移植 取扱患者数 2人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 経口免疫療法 取扱患者数 40人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 小児心臓カテーテル治療 取扱患者数 15人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 新生児脳低体温療法 取扱患者数 1人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 CAR-T細胞治療 取扱患者数 1人/年

当該医療技術の概要

医療技術名 修正型電気けいれん療法（m-ECT) 取扱患者数 54人

当該医療技術の概要

医療技術名 クロザピンによる内服治療 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 睡眠外来 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

ナルコレプシーなどの過眠症の診療を中心に、専門的な検査を行い、診断治療を進め、かかりつけ医との連携を行う。

専門性の高い分野であり、高度な医療であると考えられる。

医療技術名 思春期外来 取扱患者数 47人

当該医療技術の概要

思春期の心身症や不登校などの問題に対応し、こころとからだの問題について専門的な立場から診断、治療を行う。

小児科医、臨床心理士などと連携を取りながら行う、専門性の高い高度な医療であると考えられる。

医療技術名 周産期外来 取扱患者数 28人

当該医療技術の概要

周産期の女性のかかえる様々な心の問題に対して、専門的な立場から診断、治療を行う。

産婦人科医、臨床心理士などと連携を取りながら行う、専門性の高い高度な医療であると考えられる。

医療技術名 物忘れ外来 取扱患者数 65人

当該医療技術の概要

新生児の低酸素性虚血性脳症による恒久的な脳障害を予防あるいは軽減するための治療法

内視鏡手術支援機器を用いた鏡視下直腸切除術の実施

大腸がん組織を用いた遺伝子パネル検査を実施することによる標準治療が無効となった大腸がん患者に対する有効な抗がん
薬治療の探索

通常の化学療法や免疫抑制療法だけでは治すことが難しい白血病や小児がんに対する難治性疾患などに対して、完治させ
ることを目的として行う治療

自然経過では早期に耐性獲得が期待できない症例に対して、事前の食物経口負荷試験で症状誘発閾値を確認した後に原
因食物を経口摂取させ、閾値上昇または脱感作状態とした上で、究極的には耐性獲得を目指す治療法

非侵襲的で安全かつ有効な治療法で、小児の先天性心疾患に対して行っている。

患者さん自身の免疫細胞であるT細胞に遺伝子改変を行い、白血病細胞やリンパ腫細胞への攻撃力を高める治療法

修正型電気けいれん療法は治療抵抗性の気分障害、統合失調症、緊張病などを対象に実施される。当院は総合病院精神医
学会が認定するECT研修施設にも認定されている。実施にあたっては、専門知識および経験を有した精神科医と麻酔科医と
の連携が必須であるため、高度な医療であると考えられる。

クロザピンは治療抵抗性統合失調症に対して本邦で唯一承認されている抗精神病薬である。当院はクロザリル適正使用委員
会より同剤の使用を許可され、登録医療機関となっている。実施にあたっては、適正使用委員会で承認された精神科医が血
液内科、内分泌内科、承認された薬剤師、コーディネート業務担当者などと連携する必要があり、高度な医療であると考えられ
る。

物忘れに対する本人、家族の不安などへの対応を中心に、高度な画像検査を用いてできるだけ早期に認知症を発見し、治療
につなげる。かかりつけ医、臨床心理士、看護師などと連携して行う、専門性も高く高度な医療であると考えられる。



医療技術名 ストレス外来 取扱患者数 36人

当該医療技術の概要

現代では切っても切り離せない問題であるストレスにより生じる様々な精神症状や身体症状に大して、診断、治療を行う。

ストレスチェックなども専門性が高い手法を利用しており、専門性が高く高度な医療であると考えられる。

医療技術名 バクロフェン髄注療法（intrathecal baclofen therapy: ITB） 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳深部刺激療法 取扱患者数 6人

当該医療技術の概要

医療技術名 神経内視鏡下脳内（脳室内）血腫除去術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 医科点数表における手術手技10万点以上の開頭手術 取扱患者数 52人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳梗塞超急性期血栓療法 取扱患者数 33人

当該医療技術の概要

医療技術名 子宮頸部広汎摘出術（トラケレクトミー） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 卵管鏡下卵管形成術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下子宮頸癌根治術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

医療技術名 胎児胸腔羊水腔シャント術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

子宮頸癌Ⅰ期～ⅡA期に対して腹腔鏡下に広汎子宮全摘術を行う。県内では当科のみ実施している。

脳や脊髄に障害を受けた患者さんでは、上位中枢から脊髄へのコントロールが失われ、手足が勝手につっぱるという痙縮を来
す。痙縮は日常生活の障害を引き起こす。この痙縮をやわらげる薬であるバクロフェンを脊髄腔内に直接投与することで、薬
物抵抗性の重度痙縮を緩和することでができる。
バクロフェン髄注療法（ITB）は、あらかじめスクリーニングテストで治療効果を実感してもらい、脊髄腔内に挿入したカテーテル
とポンプを腹部に埋め込む外科手術を行い、経皮的にポンプの薬液補充（リフィル）を約３ヶ月に一回施行するものである。当
院では、ITBのスクリーニングとITB埋込術を施行し、かつリフィルも担当している。

パーキンソン病や本態性振戦では、大脳基底核の神経核から発生する神経インパルスの異常により、手足の震えや、こわばり
（固縮）が生じる。これに対して、精密な定位脳手術装置を用いて特定の大脳基底に刺激電極を誘導し、患者さんの胸部に埋
め込んだ刺激発生装置から持続的に大脳基底核へ送り、振戦や固縮を和らげる治療を実施している。

脳腫瘍、脊髄髄内腫瘍、脳動脈瘤、脳動静脈脈奇形などは、手術手技難度が高く、また近年では、これらの手術に対しても良
好な治療成績が求められる。このため、手術中に様々な神経モニタリングや、手術ナビゲーションシステム、一部の脳腫瘍に対
しては覚醒下手術など、手術担当医師ばかりではなく、手術看護師、電気生理技師、言語聴覚士などの専門資格を有する、
多職種での連携手術が必要となる。

脳腫瘍、脊髄髄内腫瘍、脳動脈瘤、脳動静脈脈奇形などは、手術手技難度が高く、また近年では、これらの手術に対しても良
好な治療成績が求められる。このため、手術中に様々な神経モニタリングや、手術ナビゲーションシステム、一部の脳腫瘍に対
しては覚醒下手術など、手術担当医師ばかりではなく、手術看護師、電気生理技師、言語聴覚士などの専門資格を有する、
多職種での連携手術が必要となる。

超急性期脳梗塞に対する治療法として、TPA静注療法とならび重要な療法である。発症後8時間以内の患者さんが対象にな
り、血管内カテーテルを挿入して脳血管まで進め、血栓を回収して、閉塞した脳血管を再開通させることにより、梗塞による重
篤な症状になることを阻止している。

若年の早期子宮頸癌患者に対して、子宮を温存するため、頸部のみを摘出し、残存体部と膣を縫合し、子宮を温存する手術
である。県内では当科のみ実施している。

卵管性不妊の患者に対し、卵管鏡下に卵管狭窄部や閉塞部を開口させ、卵管通過性を開腹させる手術である。県内では当
科のみ実施している。

胎児供水に対する胎児治療で胎児胸腔と羊水腔にシャントチューブを留置することにより胎児水腫を防ぐ治療。 中国地方で
の実施治療機関は当院のみである。



医療技術名 ダブルバルンによる難治性胆膵疾患の診断と治療 取扱患者数 112件（58人）

当該医療技術の概要

医療技術名 食道ESD後のステロイド充填法 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 経カテーテル大動脈弁留置術 取扱患者数 37人

当該医療技術の概要

島根県内では本学と松江赤十字病院のみが実施施設である。

医療技術名 培養軟骨移植術 取扱患者数 8人

当該医療技術の概要

外傷性軟骨欠損および離断性骨軟骨炎を生じた膝関節軟骨損傷患者に対して、自家培養軟骨移植術を行い軟骨再生治療を行った。

医療技術名 同種半月板移植術 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

半月板損傷ならびに節後術後膝痛を生じた患者に対して同種半月板移植による生物学的膝再建術を行った。

医療技術名 内視鏡視下脊椎・脊髄手術 取扱患者数 52人

当該医療技術の概要

医療技術名 コンピューターナビゲーションシステムを用いた人工股関節全置換術 取扱患者数 103人

当該医療技術の概要

医療技術名 新開発した清潔環境下対応複合加工機による精密加工骨移植 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 新開発したu-HA/PLLAネジを用いた骨接合術 取扱患者数 8人

当該医療技術の概要

医療技術名 小侵襲かつ強固なアキレス腱縫合術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 造血幹細胞移植 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

術後消化管再建症例に対して、ダブルバルン内視鏡を用いて十二指腸乳頭へアプローチし、良性あるいは悪性疾患の診断・
治療を行った。

食道癌内視鏡治療後の狭窄を防ぐため、食道内へのステロイド充填を行い、狭窄の予防を行った。

腰部脊柱管狭窄症、腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡手術を施行している。

術前にＣＴ画像から３次元的なインプラント設置計画を行い、術中にはナビゲーションシステムを用いて極めて正確に術前計
画を再現した設置が可能である。

産学官連携事業で新たに開発した清潔環境下対応複合加工機の臨床研究に伴う事例。手術場で実用可能な加工を導入し
することで従来の手作業では困難だった骨加工を実施し、高精度な医療を提供する。

島根大学と帝人メディカルテクノロジー社および島根県の間で共同開発した新型ネジを、島根大学附属病院限定として臨床
使用を開始した。

アキレス腱断裂に対し、これまでに当院で開発したSide locking loop suture法を用いた強固な縫合に加え、皮膚切開を少なく
する小侵襲技術を導入した新しい術式を開発し行っている。

通常の化学療法や免疫抑制療法だけでは治すことが難しい白血病や小児がんに対する難治性疾患などに対して、完治させ
ることを目的として行う治療
末梢血造血幹細胞移植術 14人、骨髄移植術 1人、臍帯血移植術 5人



医療技術名 CAR-T細胞療法 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 46

取扱い患者数の合計（人） 2,319

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を
提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該医療
技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

白血球の一種であるT細胞を遺伝子導入により改変し、患者さんに投与することで、患者さん自身の免疫システムを利用して
がんを攻撃する革新的な治療を行った。

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 1 56 下垂体前葉機能低下症 40
2 筋萎縮性側索硬化症 14 57 甲状腺ホルモン不応症 1
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 サルコイドーシス 29
4 進行性核上性麻痺 6 59 特発性間質性肺炎 62
5 パーキンソン病 69 60 肺動脈性肺高血圧症 3
6 大脳皮質基底核変性症 4 61 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 8
7 ハンチントン病 1 62 リンパ脈管筋腫症 2
8 シャルコー・マリー・トゥース病 1 63 網膜色素変性症 20
9 重症筋無力症 29 64 原発性胆汁性肝硬変 7
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 26 65 原発性硬化性胆管炎 4

11
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
9 66 自己免疫性肝炎 10

12 多系統萎縮症 11 67 クローン病 105
13 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 24 68 潰瘍性大腸炎 161
14 ライソゾーム病 2 69 好酸球性消化管疾患 6
15 ミトコンドリア病 5 70 コステロ症候群 1

16 もやもや病 8 71
若年性特発性関節炎

旧病名（全身型若年性特発性関節炎）
3

17 プリオン病 2 72 非典型溶血性尿毒症症候群 1
18 全身性アミロイドーシス 11 73 筋ジストロフィー 4

19 神経線維腫症 4 74
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
1

20 天疱瘡 4 75 レノックス・ガストー症候群 1
21 膿疱性乾癬（汎発型） 6 76 色素性乾皮症 1
22 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 77 家族性良性慢性天疱瘡 1
23 高安動脈炎 15 78 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 9
24 巨細胞性動脈炎 5 79 特発性後天性全身性無汗症 24
25 結節性多発動脈炎 2 80 22q11.2欠失症候群 1
26 顕微鏡的多発血管炎 31 81 修正大血管転位症 2
27 多発血管炎性肉芽腫症 7 82 完全大血管転位症 1
28 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 14 83 ファロー四徴症 2
29 悪性関節リウマチ 8 84 両大血管右室起始症 1
30 バージャー病 3 85 急速進行性糸球体腎炎 3
31 全身性エリテマトーデス 98 86 一次性ネフローゼ症候群 20
32 皮膚筋炎／多発性筋炎 42 87 紫斑病性腎炎 3
33 全身性強皮症 57 88 オスラー病 1
34 混合性結合組織病 21 89 副甲状腺機能低下症 4
35 シェーグレン症候群 20 90 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2
36 成人スチル病 7 91 家族性地中海熱 1
37 ベーチェット病 40 92 強直性脊椎炎 2
38 特発性拡張型心筋症 19 93 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
39 肥大型心筋症 4 94 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
40 再生不良性貧血 12 95 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2
41 自己免疫性溶血性貧血 1 96 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
42 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 97 ＩｇＧ４関連疾患 12
43 特発性血小板減少性紫斑病 12 98 黄斑ジストロフィー 2
44 血栓性血小板減少性紫斑病 1 99 好酸球性副鼻腔炎 25
45 原発性免疫不全症候群 5 100 シトリン欠損症  1
46 IgＡ 腎症 26 101 特発性多中心性キャッスルマン病 3
47 多発性嚢胞腎 12 102
48 黄色靱帯骨化症 14 103
49 後縦靱帯骨化症 35 104
50 広範脊柱管狭窄症 8 105
51 特発性大腿骨頭壊死症 25 106
52 下垂体性ADH分泌異常症 5 107
53 下垂体性PRL分泌亢進症 3 108
54 クッシング病 6 109
55 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 11 110

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 101
合計患者数（人） 1408

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・感染対策向上加算1

　・患者サポート体制充実加算

　・報告書管理体制加算

　・

　・

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・脳卒中ケアユニット入院医療管理料

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・

　・栄養サポートチーム加算

　・医療安全対策加算１

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・救命救急入院料３

　・特定集中治療室管理料２

　・ハイケアユニット入院医療管理料1

　・小児入院医療管理料２

　・緩和ケア病棟入院料１

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・初診料（歯科）の注１に掲げる基準

　・歯科外来診療環境体制加算１

　・特定機能病院入院基本料

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・入退院支援加算

　・精神疾患診療体制加算

　・地域医療体制確保加算

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・ハイリスク分娩管理加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・後発医薬品使用体制加算１

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ニコチン依存症管理料 　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・がんゲノムプロファイリング検査

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・在宅訪問看護・指導料の注16（同一建物居住者訪問看
護・指導料の注6の規定により準用する場合を含む。）に規定
する専門管理加算

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・小児運動器疾患指導管理料
　・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔
モニタリング加算

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・染色体検査の注２に規定する基準

　・遺伝学的検査

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料　・乳腺炎重症化予防・ケア指導料

　・婦人科特定疾患治療管理料

　・一般不妊治療管理料

　・生殖補助医療管理料１

　・二次性骨折予防継続管理料１

　・二次性骨折予防継続管理料3

　・下肢創傷処置管理料

　・院内トリアージ実施料

　・外来放射線照射診療料

　・外来腫瘍化学療法診療料1

　・連携充実加算

　・BRCA1／2遺伝子検査

　・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9)抗体

　・先天性代謝異常症検査

　・抗HLA（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異
性同定検査）

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・心臓ペースメーカー指導管理料の「注5」に掲げる遠隔モ
ニタリング加算

　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料1

　・がん患者指導管理料ロ 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料イ 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

　・がん患者指導管理料ハ 　・医療機器安全管理料１

　・糖尿病合併症管理料 　・精神科退院時共同指導料1及び2

　・がん患者指導管理料ニ 　・医療機器安全管理料２

　・外来緩和ケア管理料 　・禁煙治療補助システム指導管理加算

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
　・在宅訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・指
導料の「注2」

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・歯科治療時医療管理料

　・外来栄養食事指導料の注3に規定する基準 　・がん治療連携計画策定料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料 　・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算

　・外来栄養食事指導料の注2に規定する基準 　・開放型病院共同指導料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・国際標準検査管理加算 　・CT撮影及びMRI撮影

　・遺伝カウンセリング加算 　・冠動脈CT撮影加算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・外傷全身ＣＴ加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・心臓MRI撮影加算

　・胎児心エコー法 　・乳房MRI撮影加算

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・小児鎮静下MRI撮影加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・外来化学療法加算１

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・無菌製剤処理料

　・神経学的検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・全視野精密網膜電図 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ロービジョン検査判断料 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・コンタクトレンズ検査料１
　・摂食機能療法「注3」に掲げる摂食嚥下機能回復体制加
算1

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・がん患者リハビリテーション料

　・内服・点滴誘発試験 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・CT透視下気管支鏡検査加算 　・救急患者精神科継続支援料

　・口腔細菌定量検査 　・認知療法・認知行動療法１

　・有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・有床義歯咀嚼機能検査２のロ及び咬合圧検査 　・医療保護入院等診療料

　・精密触覚機能検査 　・多血小板血漿処置

　・画像診断管理加算１ 　・エタノールの局所注入（甲状腺）

　・画像診断管理加算２ 　・エタノールの局所注入（副甲状腺）

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 　・人工腎臓

　・遠隔画像診断 　・導入期加算2及び腎代替療法実績加算

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する
糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・胸腔鏡下弁置換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・手術用顕微鏡加算
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの）

　・口腔粘膜処置 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・ＣＡＤ/ＣＡＭ冠及びCAD/CAMインレー
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・センチネルリンパ節加算
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・自家脂肪注入
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器
を用いる場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・胸腔鏡下弁形成術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・角結膜悪性腫瘍切除手術
　・経カテーテル大動脈弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及
び経皮的大動脈弁置換術）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・網膜再建術
　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合)

　・角膜移植術（内皮移植加算）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術
　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経
鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴
うもの）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに
対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに
限る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに
限る。）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 　・生体腎移植術

　・補助人工心臓
　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術(心筋電極の場合）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

・入院時食事療養（Ⅰ）

　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術(経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術(経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の)

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門切除術（内視鏡手術
用支援機器を用いるもの）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・経皮的下肢動脈形成術
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通枝切離術 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）
　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 　・精巣内精子再手術

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・体外衝撃波胆石破砕術 　・胎児輸血術及び臍帯穿刺

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 　・体外式膜型人工肺管理料

　・腹腔鏡下肝切除術 　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１６に掲げる手術
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・体外衝撃波膵石破砕術
　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術 　・輸血管理料Ⅰ

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・内視鏡的小腸ポリープ切除術 　・コーディネイト体制充実加算

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及
び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・同種クリオプレシピテート作製術

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 　・歯周組織再生誘導手術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・同種死体腎移植術 　・歯科矯正診断料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・レーザー機器加算 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・歯根端切除手術の注３

・麻酔管理料（Ⅰ）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・放射線治療専任加算

・外来放射線治療加算

・高エネルギー放射線治療

・1回線量増加加算

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・定位放射線治療

・保険医療機関間の連携による病理診断

・病理診断管理加算２

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・口腔病理診断管理加算２

（様式第2）（様式第2）



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 19

剖検率（％） 4.9

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・がんゲノムプロファイリング検査

・

・・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1-2/月

・

・

剖 検 の 状 況

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・ ・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

国立研究開
発法人日本
医療研究開
発機構

18,160,000

昭和大学

静岡県立
静岡がんセ

ンター

国立大学
法人東京
医科歯科

大学

重症低ホスファターゼ症小
児患者を対象とした高純
度間葉系幹細胞（REC-
01）移植の安全性及び有
効性を検討する臨床第Ⅰ
/Ⅱa相医師主導治験（FIH
試験）

竹谷 健 小児科 87,074,000

小児科

新原 寛之

田島 義証

検査部

呼吸器・化学療法内
科

26,195,000

4,095,000

106,054

薬剤性間質性肺炎・重症
薬疹に関するバイオマー
カー候補の適格性確認と
規制要件案の作成に関す
る研究

非HIV免疫再構築症候群
の疾患概念確立とバイオ
マーカーの研究開発

局所進行胃癌に対する術
前化学療法の有効性を検
証する臨床第III相試験)

織田 禎二

新原 寛之

大野 智 臨床研究センター 10,191,999

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

局所温度制御とノンファウ
リング技術により人工肺の
耐久性と生体適合性改善
を目指す新規高機能人工
肺の開発研究

循環器･呼吸器外科

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

皮膚科

消化器･総合外科

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門
補助元又は委託

元

タキサン系抗癌剤治療に
よる末梢神経障害に対す
る鍼治療の有効性に関す
るランダム化比較試験（多
施設共同研究）

皮膚科

A3243Gミトコンドリア耐糖
能異常に対するタウリン療
法の実用化

金﨑 啓造 内科 390,000

高齢者非小細胞肺がん患
者に対する抗がん薬の
PK/PDに基づく個別化医
療研究(フォローアップ)

津端 由佳里
呼吸器・化学療法内

科
390,000

核酸検出等の方法を用い
た原発性免疫不全症等治
療可能な新生児・小児期
疾患に対する新生児マス
スクリーニング法の開発

小林 弘典

竹谷 健

国立研究開
発法人 国
立がん研究
センター

新生児マススクリーニング
対象拡充のための疾患選
定基準の確立

津端 由佳里

川崎学園 川
崎医科大学

520,000

国立研究
開発法人
国立成育
医療研究ｾ

ﾝﾀｰ

130,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

390,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

高齢肺がん患者に対する
機能評価表を用いた多施
設共同臨床試験

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

薬剤部矢野 貴久

地域での薬剤耐性菌制御
と有害事象低減に向けた
組織・環境・抗菌薬マネジ
メントの研究

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

内分泌代謝内科山本 昌弘

サルコペニアに着眼した２
型糖尿病の骨形状劣化に
対する新規骨質評価法の
開発

地域における新たな婦人
科がん診療連携体制の確
立 京 哲

精密工学の医療応用によ
る再生医療骨ネジで靭帯
付着部を再生する技術の
開発

若槻拓也

産科婦人科

がん対策推進総合研究事
業

稲垣正俊 精神科神経科 9,880,000

29,900,000

845,000小林 弘典 検査部

医師の診断エラーの要因
解明と対策に関する２国間
比較研究 和足 孝之 総合診療医センター 7,020,000

京 哲

難プラ標準レジストリーを
使用し、新生児マススク
リーニング対象疾患等の
遺伝子変異を考慮したガ
イドライン改定に向けたエ
ビデンス創出研究

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

正常子宮内膜に認められ
る癌遺伝子変異は内膜再
生・癌化のドライバーとなり
得るか？

京 哲 産科婦人科 8,840,000

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

整形外科

顕微鏡的多発血管炎およ
び多発血管炎性肉芽腫症
に対するトシリズマブの有
効性、安全性、薬物動態
に関する医師主導治験

腎疾患政策研究事業

伊藤孝史 腎臓内科

国立大学法
人東海国立
大学機構

390,000

学校法人東
京女子医科
大学

厚生労働科
学研究費補
助金

厚生労働科
学研究費補
助金

2,600,000

浜田市

2,600,000

村川 洋子 膠原病内科

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

麻酔科齊藤 洋司

がん疼痛モデルにおける
オピオイド交差耐性の解
明

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

麻酔科齊藤 洋司

がん疼痛モデルにおける
オピオイド交差耐性の解
明

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

産科婦人科吾郷 真子

未熟児網膜症の予防・治
療に対する高純度間葉系
幹細胞の有効性に関する
研究

益田市
津和野町
吉賀町

浜田市における安全，安
心な地域周産期医療体制
確立に向けた試み 産科婦人科

1,300,000

島根県



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 計33件

(注) 1

2

3

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

小児科松村 美咲

高純度間葉系幹細胞由来
ミトコンドリアの移入による
ミトコンドリア病の治療開発

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

小児科和田 啓介

慢性肺疾患モデルラットに
対する高純度間葉系幹細
胞治療の開発

出血性ショックによる多臓
器不全における血管内皮
グリコカリックスの超微形態
学的検討

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

補助事業期間延長のた
め前年度以前に支給済

血液内科高橋 勉

がん化学療法後の摂食障
害に対する予防・治療法
の開発

抗炎症関連分子Spred2に
着目したマウスモデルによ
る移植肺機能温存法の開
発

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

1,135,440救急科山田 法顕

和田 耕一郎

次世代シーケンサーを用
いた尿路性器感染症の病
態解析に関する研究

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

1,339,874呼吸器外科山根 正修

和田 耕一郎

尿路感染におけるHMGB1
の動態解析と尿中特異
マーカーの可能性に関す
る探索的研究

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

95,262泌尿器科学

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

他大学からの移管事業
のため移管金額なし

日本学術振
興会
科学研究費
助成事業

715,000

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
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ACTA RADIOLOGICA
OPEN 2021 Jun;10(6)（オ

ンライン）

Osteoid osteoma of the rib
with strong F-18 fluoro-
deoxyglucose uptake

mimicking osteoblastoma: a
case report with literature

review

JOURNAL OF
OBSTETRICS AND
GYNAECOLOGY
RESEARCH 2021

Nov;47(11):3895-3902

Reproductive prognosis of
patients with

hypogonadotropic
hypogonadism: Retrospective

review of 16 cases with
amenorrhea

婦人科

放射線科

SCIENTIFIC REPORTS
2021 Sep;11(1)

MOLECULAR AND
CLINICAL ONCOLOGY

2021 Dec;15(6)

P16(INK4A) expression might
be associated with a favorable

prognosis for cervical
adenocarcinoma via

dysregulation of the RB
pathway

Underdiagnosis of early
cervical cancer with an

invisible cervical
transformation zone in an

elderly patient: A case report

GYNECOLOGICAL
ENDOCRINOLOGY 2021

Sep;37(9):841-847

婦人科

婦人科

Neutropenic enterocolitis-
induced sepsis and

disseminated intravascular
coagulation after

chemotherapy: a case report

BMC WOMENS HEALTH
2021 May;21(1)

Yoshida, Rika;
Yoshizako,
Takeshi;
Okamura,
Kazuya; 他

Gobara, Aiko;
Katsube,

Takashi; Asou,
Hiroya 他

Maruyama,
Mitsunari;
Yoshizako,

Takeshi; Ando,
Shinji 他

Oride, Aki;
Kanasaki,
Haruhiko;

Okada, Hiroe
他

Ishikura, Yuka;
Yoshida, Rika;
Yoshizako,
Takeshi 他

Ishikawa,
Masako;

Nakayama,
Kentaro;
Yamashita,
Hitomi 他

Yoshida, Rika;
Yoshizako,
Takeshi;

Tanaka, Shota
他
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計85件
(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

Onishi, Chie;
Nishikori,
Momoko;
Yakushijin,
Kimikazu 他

INTERNATIONAL
JOURNAL OF

HEMATOLOGY 2022
Mar;115(3):382-390

JOURNAL OF
ANESTHESIA 2021
Apr;35(2):175-183

BMC
ANESTHESIOLOGY

2021 Sep;21(1)

臨床研究センター

Lymphoma during pregnancy
in Japan: a multicenter

retrospective cohort study

麻酔科

Incidence and effects of
postoperative migration of
interscalene catheter tips
placed using ultrasound-

guided anterior and posterior
approaches

Effects of the addition of
dexamethasone on

postoperative analgesia after
anterior cruciate ligament

reconstruction surgery under
quadruple nerve blocks

麻酔科

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大
学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院
に所属している場合に限る。）

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの
掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および
評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七
十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

Aoyama, Yuki;
Sakura,
Shinichi;

Kitajo, Akiko
他

Aoyama, Yuki;
Sakura,

Shinichi; Abe,
Shoko 他



3

～

(注) 1

2 記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準
じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

医学系研究として申請されたものについては島根大学医学部医学研究倫理委員会において審査を行

う。

臨床研究法における臨床研究として申請されたものについては島根大学医学部附属病院臨床研究審

査委員会（厚生労働大臣による認定済み）において審査を行う。

＜手順書の主な内容＞

委員会の責務、構成、審査・報告事項、審査方法、審査・報告の受付、会議の招集と議長、成立要

件、審査手順、議事要旨の作成、審査結果の通知、審査後の対応、他の研究機関からの審査依頼、

記録の保管 等

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

目的、対象及び基準、委員会の設置、委員会所掌事項、審査・結果に基づく要請、守秘義務

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況

年13回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年21回

・研修の主な内容

医学系研究基本講習（7 回）

医学系研究の基本原則、各種手続きについて

臨床研究・統計セミナー（14 回）

研究デザインと研究の構成要素、被験者保護、研究組織・研究資金・利益相反、GCP・医師



主導治験、安全性情報の取扱い、品質マネジメント、解析と結果の公表

（研究倫理の基本的事項についてはeAPRINを利用）

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

「地域医療と先進医療が調和する大学病院」を理念とした研修指導医数の豊富な臨床研修施設で

あり，卒前卒後のシームレスな医学教育を提供し，地域病院間ネットワークを有する基幹病院と

して新専門医制度に対応した専門（後期）研修プログラムを提供している。

プログラム作成には若手医師のキャリア形成支援を担当するしまね地域医療支援センター，各

診療科，県内医療機関等が連携して，基本領域の専門医やサブスペシャリティーの専門医，ある

いは同時に医学博士の学位取得を目標とした専門（後期）研修プログラムを作成している。

また，新専門医制度に対応した体制整備を行い、平成３０年度から専攻医（後期研修医）への専

門研修を開始している。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 １１１人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

金﨑 啓造 内分泌代謝内科 科長 ２７年

鈴木 律朗 血液内科 科長 ３４年

田村 研治 腫瘍内科 科長 ３０年

石原 俊治 消化器内科 科長 ３４年

飛田 博史 肝臓内科 科長 ２３年

長井 篤 脳神経内科 科長 ３４年

近藤 正宏 膠原病内科 科長 ２８年

礒部 威 呼吸器・化学療法内科 科長 ３６年

伊藤 孝史 腎臓内科 科長 ３０年

田邊 一明 循環器内科 科長 ３６年

山﨑 修 皮膚科 科長 ２９年

竹谷 健 小児科 科長 ２５年

平原 典幸 消化器外科 科長 ３０年

田島 義証 肝・胆・膵外科 科長 ３９年

久守 孝司 小児外科 科長 ３５年

板倉 正幸 乳腺・内分泌外科 科長 ３８年

織田 禎二 心臓血管外科 科長 ４０年

山根 正修 呼吸器外科 科長 ２６年

内尾 祐司 整形外科 科長 ３６年

秋山 恭彦 脳神経外科 科長 ３１年

和田 耕一郎 泌尿器科 科長 ２０年

稲垣 正俊 精神科神経科 科長 ２３年

京 哲 産科 科長 ３６年

京 哲 婦人科 科長 ３６年

坂本 達則 耳鼻咽喉科 科長 ２７年

谷戸 正樹 眼科 科長 ２６年

吉廻 毅 放射線科 科長 ３２年

玉置 幸久 放射線治療科 科長 ２０年



齊藤 洋司 麻酔科 科長 ３９年

岩下 義明 救急科 科長 １６年

渡部 広明 高度外傷センター センター長 ２８年

管野 貴浩 歯科口腔外科 科長 ２１年

矢野 彰三 臨床検査科 科長 ２８年

門田 球一 病理診断科 科長 １９年

馬庭 壯吉 リハビリテーション科 科長 ２０年

牧石 徹也 総合診療科 科長 ２５年

林田 健志 形成外科 科長 １８年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ○2 ．現状
管理責任者氏名 病院長 椎名 浩明
管理担当者氏名 検査部長 矢野 彰三、放射線部長 楫 靖、手術部長 佐倉 伸一

薬剤部長 直良 浩司、看護部長 田中 真美、総務課長 山崎 健治
医療サービス課長 山崎 志保、会計課長 向山 孝行

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 医療サービス課
手術部
薬剤部
検査部
放射線部
看護部

カルテ等の病歴資料は
、入院・外来別に１患
者１ファイル方式で管
理し、エックス線写真
は放射線部で患者毎に
管理している。なお、
平成18年9月の電子カル
テ導入後、電子化され
たものは病院情報管理
システムのデータベー
ス上で、患者IDをキー
にして管理されている
。
○診療録を病院外へ持
ち出す際の取扱い
・紙診療録は、医学部
外に帯出しないことと
して、閲覧者への遵守
事項としている。
・電子的に保存された
診療録及び診療記録に
係る情報の利用は、本
院が定める利用要項に
基づいた申請により、
了承されたものとして
おり、原則学外へ持ち
出すことを禁じている

各科診療日誌
処方せん
手術記録
看護記録
検査所見記録
エックス線写真
紹介状
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 医学部総務課
高度の医療の提供の実績 医学部医療サービス課
高度の医療技術の開発及び評価
の実績

医学部総務課
医学部会計課

高度の医療の研修の実績 医学部総務課
閲覧実績 医学部医療サービス課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医学部医療サービス課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医学部医療サービス課
及び薬剤部

規
則
第
一
条

の
十
一
第
一

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医学部医療サービス課

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医学部医療サービス課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医学部医療サービス課



医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医学部医療サービス課

保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

医学部医療サービス課

院内感染対策のための委員会の
開催状況

医学部医療サービス課

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

医学部医療サービス課

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

医学部医療サービス課

医薬品安全管理責任者の配置状
況

医学部医療サービス課

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

医学部医療サービス課
及び薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

医学部医療サービス課
及び薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

医学部医療サービス課
及び薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

医学部医療サービス課

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

医学部医療サービス課
及びＭＥセンター

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

医学部医療サービス課
及びＭＥセンター

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

医学部医療サービス課
及びＭＥセンター



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医学部医療サービス課

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

医学部医療サービス課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

医学部医療サービス課
及び薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医学部医療サービス課

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医学部医療サービス課

医療安全管理部門の設置状況 医学部医療サービス課
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

医学部医療サービス課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

医学部医療サービス課

監査委員会の設置状況 医学部医療サービス課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医学部医療サービス課

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医学部医療サービス課

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医学部医療サービス課

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

総務部総務課

職員研修の実施状況 医学部医療サービス課
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

医学部医療サービス課

管理者が有する権限に関する
状況

医学部総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

医学部総務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

医学部総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲 覧 者 別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

閲覧責任者氏名 医学部事務部長 浦田 明宏

閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

附属病院2階カルテ閲覧室

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

閲覧の求めに応じる場所

医療サービス課長 山崎 志保

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数

閲覧の手続の概要
紙診療録の閲覧を希望する者は、診療録閲覧申込書に所要事項を記入し病歴担当者へ申し出た上
で、カルテ閲覧室において閲覧する。閲覧後は、病歴担当者へ返却する。
病院が保有する行政文書の開示を求められた場合は、情報公開委員会規則に則り、意見を求められ
た事項について審議する。上記以外の諸記録等の閲覧の求めがあった場合は、病院長の許可を得る。
また、病院のHP上で、患者数、職員数、病院指標等掲載し、自由に閲覧可能としている。

閲覧の手続の概要

（様式第6）



規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：

１ 患者中心の医療の実践

２ 医療安全に関する組織的な取り組み

３ インシデントの報告と情報の共有

４ 機能する医療事故防止対策

５ 適切な医療事故への対応

６ 患者相談の実施、指針等の閲覧

７ 医療安全教育、啓発、職員研修

８ 医療安全管理マニュアル等の作成、更新

９ 高難度新規医療技術、未承認新規医薬品等による医療の提供に

関する評価

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年 12 回
・ 活動の主な内容：

１ 医療安全管理委員会

１ 医療事故等の原因究明のための調査及び分析並びに医療安全の

確保を目的とした改善の方策の立案及び実施並びに周知に関す

ること。

２ 医療事故等の改善の方策の実施状況の調査及びその方策の見直

しに関すること。

３ 医療事故に係る患者及びその家族への対応に関すること。

４ 安全管理のための職員の教育・研修に関すること。

５ 医薬品の安全使用に関すること。

６ 医療機器の安全使用に関すること。

７ 診療用放射線に係る安全管理に関すること。

８ 高難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等に関すること

。

９ 未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否等に関すること

。

10 その他医療の安全管理に関すること。

・医療安全を考える月間、医療安全推進週間について

・医療安全訪問について

・入院患者が死亡した場合、若しくは、死亡以外の場合であっ

て、通常の経過では必要ない処置又は治療が必要になった場

合、医療安全管理部へ報告する。医療安全管理部で検証した

結果を病院長へ報告し、当該委員会に提出する。

・上記の従事者の報告が不十分な場合、適切な報告のため、指

導を行う。

２ リスクマネジャー会議

１ 安全確保のために点検の実施に関すること。

２ 当該診療科等の構成員に対し、安全確保のための指導の実施に



関すること。

３ リスクマネジャー会議への参画に関すること

４ その他、医療事故防止に関すること。

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 2 回

・ 研修の内容（すべて）：

1. e-ラーニング「医療安全と関連法『カルテ記載の重要性』」

「入院中に発生した転倒」

2. オンデマンド「院内インシデント,アクシデントから学ぶ」

「安全な食事の選択(嚥下食)に関して」

「MRI 撮影時の患者安全に関して」

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

１ インシデントレポートを分析し、対応策についてリスクマネジャー

会議で周知

２ 院内ラウンドの強化

３ リスクまねじめんと通信に毎月の事例の内容を盛り込んで発行

４ インシデントレポート入力方法に対する研修会を実施

５ 分析ツールを用いた事例の分析と評価の件数を増加させるため

部署内のカンファレンスに専任リスクマネジャーが参加

６ インシデントレポート内容の要約について各部署への提供

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：

１ 院内感染対策に関する基本的考え方

２ 院内感染対策のための委員会等の組織

３ 院内感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針

４ 感染症の発生状況の報告に関する基本方針

５ 院内感染発生時の対応に関する基本方針

６ 患者等に対する当該方針の閲覧に関する基本方針

７ 院内における感染対策の推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 12 回

・ 活動の主な内容：

１ 感染制御部の運営、業務の企画に関すること

２ 感染の予防に関すること

３ 予防対策実施の指導に関すること

４ 感染予防の教育に関すること

５ 院内感染の原因調査、経過の追跡、整備及び分析等に関すること

６ 抗菌薬適正使用・教育に関すること

７ その他感染対策に関すること

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 13 回

・ 研修の内容（すべて）：
１ 全職員対象研修

第 1 回感染対策研修（e-ラーニング）
「感染経路と感染経路別予防策」「標準予防策１」「標準予防策２」

第 2 回感染対策研修（オンデマンド研修）
「感染経路別予防策と標準予防策」「予防接種」「環境管理」

２ 個別研修会
第 1 回抗菌薬適正使用研修（オンデマンド研修）

「抗微生物薬適正使用の手引きの活用と外来における抗菌薬適正使用」
第 2 回抗菌薬適正使用研修（オンデマンド研修）

「外来をふくめた AMR 対策と抗菌薬適正使用」
医科研修医・歯科研修医等オリエンテーション

「院内感染予防対策」
新入職員オリエンテーション

「感染対策の基本」
看護補助者新規採用時研修

「当院の感染対策」
看護補助者新規採用時研修

「当院の感染対策」
2021 年度第 3回看護助手会

「感染対策について」
看護補助者新規採用時研修



「当院の感染対策」
看護補助者新規採用時研修

「当院の感染対策」
感染対策研修（外部委託業者）

「コロナ禍での感染対策」
中途採用者のための「医療安全及び感染対策」研修

「感染対策」「感染対策の実践について」

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

１ 週２回開催するミーティング時に、感染情報 Web を展開して感染症状況、抗菌薬使用状況を分

析し、それに基づき現場にて指導する。

２ 必要時に関係者を招集し会議を開催、発生の原因を分析・協議し、改善策の立案および実

施の指導並びに他部署への周知を図る。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 5 回

・ 研修の主な内容：

1.医員研修会：薬剤部の業務について，処方せん記載・麻薬取扱について

2.採用者入職時研修：新任者のための薬剤管理

3. フェンタニルレスキュー製剤の適正使用に関する研修会

4. 医薬品安全使用のための研修会「医療用麻薬の適正な取り扱いのために」

5.新人看護職静脈注射研修：薬剤の基礎知識と管理

（薬剤部内の研修会）

製品説明会/病棟・部署研修会等：年 43 回

・病棟・部署別研修会（19回）

・マネジメントレビュー全体会議（1回）

・製品説明会（21回）

・がんゲノム医療センターの出前講座（1回）

・透析関連勉強会（1回）

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

別紙1のとおり

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

1   COVID-19に対するオルミエント®（パリシチニブ） 

2 大量出血に伴う低フィブリノゲン血症に対するフィブリノゲン製剤投与

3 大量出血に伴う低フィブリノゲン血症に対するフィブリノゲン製剤投与

4 角膜裂傷、角膜穿孔に対するシアノアクリレート系接着剤(ダーマボンド®アドバンスド

）

5 乳房部分切除術に対するインジゴカルミン＋キシロカインゼリーの混合液

6 角結膜悪性腫瘍に対する5フルオロウラシル点眼治療

7 進行性精巣腫瘍に対するイリノテカンとネダプラチンの併用療法

8 離断型胆汁瘻に対する無水エタノールによる胆管焼灼療法

9 難治性自己免疫性溶血性貧血に対するリツキシマブ療法

10 胆汁漏予防のためのインドシアニングリーン胆管内直接注入（グリーンテスト）

11 子宮頚部腺癌に対するトラスツズマブ デルクステカン療法
12 難治・再発性T細胞性ALLに対するネララビン、エトポシド、フルダラビン併用療法



・ その他の改善のための方策の主な内容：

1. 未承認、適応外、禁忌（以下、未承認等）に該当する医薬品の使用

○ 未承認医薬品の新規採用

 未承認医薬品の新規採用に際しては、担当部門の承認が得られていることを必要と

する。

○ 未承認等の医薬品の使用を行うための手続き

 医師は、未承認等に該当する医薬品の使用を行う場合、別に規定する手順に従って、担

当部門への申請、使用および報告を行う。

○ 未承認等の医薬品の使用状況の把握

 上記手続きにより使用が認められた未承認医薬品については、処方オーダリングシ

ステムにおいて患者限定・医師限定・診療科限定等の処方制限を設け、処方に際し

て薬剤部で患者登録を行うことにより、使用状況を把握する。

 調剤および処方の確認を行う際に、薬剤師は未承認等の医薬品の使用を可能な限り

把握する。未承認等の医薬品の新規患者への処方を認めた場合、使用についての院

内承認の有無、処方理由およびその根拠を確認、必要に応じて代替薬等を提案す

る。それらの内容をカルテに記載するとともに、薬剤師介入事例データベースに登

録することにより、使用状況を把握する。

 医薬品安全管理責任者が指名した医薬品情報管理室の担当薬剤師ならびに医療安全

管理部専従薬剤師は、上記により把握した未承認等の医薬品の使用状況を医薬品安

全管理責任者に定期的に報告し、必要に応じて医師等に対する指導や未承認等の医

薬品の使用に関する情報の院内への通知を行う。

2. 医薬品情報の収集・管理

○ 医薬品等安全性関連情報、添付文書、インタビューフォーム等の収集

 医薬品の新規採用時に、添付文書、インタビューフォーム、製品情報概要等の安全

性に関する情報及び外観等の取り間違い防止に関する情報を入手する。

 緊急安全性情報、安全性速報、医薬品・医療機器等安全性情報が発せられたときに

は、PMDA メディナビ、製薬会社等より速やかに情報収集を行い、状況を把握す

る。

 添付文書改訂については、DSU（Drug Safety Update：医薬品安全対策情報）等に

より改訂情報を把握し、改訂時には新添付文書及び改訂内容を解説した使用上の注

意の改訂のお知らせを当該医薬品の製造販売業者より入手する。

 未承認等に該当する医薬品の使用に関する情報を医薬品製造販売業者、行政機関、

学術誌等から収集する。

○ 医薬品情報の保管

 入手した医薬品情報は、いつでも利用できるように整理して保管する。

○ 医薬品情報のメンテナンス

 医薬品集は薬事専門部会にて採用品目及び採用区分が決定した後に更新する。ま

た、その薬剤情報については月１回更新する。

 採用医薬品リスト（院内情報ウェブ（薬剤部ホームページ））の改訂を薬事専門部

会毎に行う。

 医薬品情報変更時には、薬剤部に保管する添付文書、インタビューフォーム等の更

新を行う。

 処方オーダシステムで提供する医薬品情報のメンテナンスを月 1 回行う。

 相互作用データ（併用禁忌薬等）のメンテナンスを行う。

○ 副作用情報の収集



 院内医療関係者は、医薬品・医療機器等安全性情報報告制度の報告対象に該当する

と考えられる副作用を発見した場合には、医薬品安全性情報報告書に記入し、薬剤

部長に送付する。薬剤部長のもとで、加えるべき事項があれば追記し、医薬品医療

機器総合機構（PMDA）に送付するとともに、薬剤部で一括管理する。報告された副

作用情報は薬事専門部会で評価し、対応を検討する。

・ 病棟薬剤師は、特に新規採用薬について副作用モニタリングを行いカルテに記載す

る。医薬品情報管理室にて副作用報告を抽出し、必要に応じて PMDA に報告するとと

もに薬事専門部会で評価し、対応を検討する。

○ 医薬品回収情報

 製薬企業の自主回収及び行政からの回収命令が出された際には、速やかに以下の情

報を入手する。

（資料作成年月日、種別、クラス分類、一般名及び販売名、対象ロット、数量、出

荷時期、製造業者名等名称、回収理由、危惧される具体的な健康被害、回収開始年

月日、効能・効果又は用途等、その他出荷先の把握状況、担当者名及び連絡先等）

 必要に応じ各部門、各職種へ情報提供を行う。

○ 病棟薬剤師との情報共有

 定期的（原則 2 週に 1 回）に医薬品情報管理室及び臨床薬剤・試験研究室が主体と

なり薬剤部内カンファレンスを開催し、病棟薬剤業務を行うために必要な情報（新

規採用医薬品の医薬品情報、使用上の注意等）を病棟薬剤師と共有する。

3. 院内における医薬品の使用状況の定期的な確認

○ 医薬品処方状況の把握

 病院情報管理システムにより、医薬品毎の使用患者数を診療科別に集計することに

より、各医薬品の処方状況を把握する。また、必要に応じて、品目毎の処方患者、

医師、処方量、処方日数などの情報を病院情報管理システムよりダウンロードする

ことで、より詳細な処方状況を把握する。

○ 医薬品の使用状況の定期的な確認

 毎月、DSU における「最重要」、「重要」に該当する薬剤について、医薬品安全管

理責任者（薬剤部長）と協議し、使用状況を確認する薬剤を決定する。

 DSU 発出 3 ヶ月後（4 月発出では 7 月）に、使用状況の確認が必要と判断された薬

剤について過去 3 ヶ月間の使用状況を上記「医薬品処方状況の把握」に従って確認

する。

 薬剤部長との協議において調査期間の延長が必要と判断されれば、さらに遡って確

認する。

 把握した使用状況に基づき、DSU における記載事項について遵守状況を確認する。

4. 医薬品情報の周知及び周知状況の確認

○ 医薬品情報の提供

 医薬品・医療機器等安全性情報を総務課総務係より院内各部門へ配布する。

 DSU を医療サービス課より院内各部門に配布する。

 緊急安全性情報、安全性速報を医療サービス課より院内各部門に配布する。

 医薬品の新規採用等に関する情報について、医療サービス課より院内各部門に配布

する。

 その他、PMDA メディナビ等により入手した厚生労働省からの通知などについて、

内容に応じて医療サービス課より院内各部門に配布する。



 緊急安全性情報、安全性速報、医薬品・医療機器等安全性情報ならびに医薬品の新

規採用等に関する情報は、院内情報ウェブ（薬剤部ホームページ）に掲載し、参照

可能とする。

 全採用医薬品の添付文書情報（抜粋）を処方オーダシステムで提供する。

 新規採用医薬品について、各診療科、各病棟、中央・特殊診療施設及び保険薬局に

医薬品情報、使用開始日、使用条件等の情報を文書で提供するとともに院内情報ウ

ェブ（薬剤部ホームページ）へ掲載する。

○ 緊急安全性情報、安全性速報発出時ならびに添付文書情報の重要な改訂時の対応

 上記「医薬品処方状況の把握」に従って、病院情報管理システムよりオーダ情報の

ダウンロードを行い、当該医薬品処方患者の過去 3 ヶ月間の使用状況を確認する。

 収集した情報にて医薬品安全管理責任者（薬剤部長）と対応を協議する。

 院内通知が必要であれば通知する診療科を検討し、院内通知を行う。処方医ごとの

患者リスト（処方患者が多い場合は診療科ごとのリスト）を作成し、副作用の発現

状況等の確認を依頼し、押印を得る。

 入院中の当該患者については上記の対応に加え、診療科ごとのリストをもとに診療

科担当薬剤師にて診療科への情報提供ならびに副作用等の発現状況の確認を行う。

確認終了後、担当薬剤師はリストに押印し、医薬品情報管理室に提出する。

 院内通知発出作業記録に一連の作業内容に係る書類等を保存する。

○ 定期的な確認結果を踏まえた医薬品情報の周知及び周知状況の確認

 周知方法は緊急安全性情報、安全性速報に準じて行う。

 「最重要」、「重要」にある内容が遵守されている場合、院内通知は不要とし、院

内通知発出作業記録に「適当に使用されていた」旨を明記する。

 「最重要」、「重要」にある内容が遵守されていない場合、院内通知を行う。

 通知後の遵守状況についてはさらに 3 ヶ月後に確認を行い、必要に応じ再通知を行

う。

 院内通知発出記録に一連の作業内容に係る書類等を保存する。

(注）前年度の実績を記入すること。



（別紙１） 
 

医薬品の安全使用のための業務に関する手順書に基づく業務の実施状況 
 
（業務の主な内容） 
1. 医薬品の採用 
 医薬品の新規採用に際しては、用法・用量、禁忌、相互作用、副作用、保管・管理上の

注意、使用上の注意に関する問題点を抽出し、問題点がある場合には対策を検討して当

該医薬品を適正かつ安全に使用できるよう適切に対処する。 
 未承認医薬品の新規採用に際しては、担当部門の承認が得られていることを必要とす

る。 
 
2. 医薬品の購入 
 納品書と納入医薬品を照合し、商品名、剤形、規格単位、メーカー、包装単位、数量、

製造番号、有効（使用）期限を確認する。 
 納入医薬品の破損の有無及び外観異常を検査する。 
 麻薬、覚せい剤原料、向精神薬（第 1 種、第 2 種）、毒薬、劇薬、特定生物由来製品な

どの規制医薬品の納入時には、関連する法規に基づき対応する。 
 
3. 調剤室における医薬品の管理 
 医薬品は関連する法規に基づく配置、管理を行うとともに、外観類似薬は配置場所を離

す、同一銘柄が複数存在する場合は規格の色やデザインを変えて規格が複数あること

が判るようにする、類似名称薬品には、「類似薬品名注意」等の表示を行って注意喚起

するなどの対応をとる。 
 温度、遮光等の保管条件のある医薬品は、それぞれの保管条件を確認し、適切な場所に

保管する。 
 
4. 病棟・各部門への医薬品の供給 
 注射薬は原則、専用トレーに患者単位・1 日単位の薬品を 1 手技ごとにセットし払い出

す。 
 配置品目・定数は、注射薬の使用量を基に年 1 回以上見直しを行う。 
 特に安全管理が必要な医薬品（薬剤部ホームページ掲載：施錠管理の薬剤）のうち注射

薬は、交付時に「所定の場所へ保管」と記載された専用の袋に入れて、直接手渡しある

いは施錠可能なカート又はカートに付属の施錠可能なボックスに入れて交付する。 
 カリウム製剤、抗がん薬及び筋弛緩薬は、一般病棟・外来診療科には原則として配置し

ない。 



5. 外来患者への医薬品の使用 
 要注意薬（ハイリスク薬等）は、薬歴、病名や臨床検査値などを確認する。 
 処方内容に疑義がある場合は、医師へ問い合わせを行い、必ず疑義が解決してから調剤

を行う。 
 疑義照会の記録として、処方箋に照会内容を赤字で記入する。 
 照会内容、変更内容、照会者を記載した疑義照会記録を保管する。 
 疑義照会などで得られた調剤及び服薬指導に必要な患者情報を病院情報管理システム

に登録する。 
 処方内容に変更が生じる場合は、医師が処方を修正する。 
 糖尿病用薬、自動車運転等の禁止等の記載がある医薬品等、薬学的指導が必要な薬剤を

服用している患者には、用法・用量、副作用等に関して説明を行う。 
 
6. 病棟における医薬品の管理 
 医薬品は関連する法規に基づく配置、管理を行う。 
 規制医薬品及び特に安全管理が必要な医薬品については、必要最小限の数量を定数配

置する。 
 原則として年 1 回以上、病棟医長、病棟担当薬剤師、看護師長による配置薬品の見直し

を行う。 
 危険薬を新たに配置する場合は、病棟担当薬剤師が「医薬品名ラベル」とともに「危険

薬シール」を配置箇所に貼付し、識別性を高める。 
 救急カートは医療安全の観点から、原則として一般病棟においては品目、数量及びカー

ト内の配置を統一する。 
 
7. 入院患者への医薬品の使用 
 「持参薬確認業務マニュアル」に従い、薬剤師が原則すべての入院患者の持参薬につい

て確認を行う。 
 処方監査、調剤、患者説明等については「5. 外来患者への医薬品の使用」に準じる。 
 払い出し済みの内服薬、外用薬等の用法・用量の変更及び中止の指示は、医師が指示を

オーダ入力し、必要に応じて内容等を看護師に連絡する。 
 払い出し済みの注射薬を変更又は中止する場合は、注射オーダの変更又は中止の入力

を行う。不要となった注射薬は返品伝票と共に薬剤部へ返納する。必要に応じて医師

は指示オーダを変更し、内容等を看護師に連絡する。 
 医師は、疑義照会により修正が必要となった場合は、病院情報管理システム上で処

方修正を行う。必要に応じて医師は指示オーダを変更し、内容等を看護師に連絡す

る。 
 使用する上で特に注意が必要な医薬品は、調製時の注意、希釈、安定性などの情報を出



力し、注射薬に添付して情報提供を行う。 
 
8. 医薬品情報の収集・管理・提供 
 医薬品等安全性関連情報、添付文書、インタビューフォーム、製品情報概要、外観

等の取り間違い防止に関する情報等を入手する。 
 未承認等に該当する医薬品の使用に関する情報を医薬品製造販売業者、行政機関、

学術誌等から収集する。 
 入手した医薬品情報は、いつでも利用できるように整理して保管する。 
 医薬品・医療機器等安全性情報報告制度の報告対象に該当すると考えられる副作用

を発見した場合には、医薬品安全性情報報告書に記入し、薬剤部長に送付する。厚

生労働省に送付した副作用情報は薬剤部で一括管理するとともに、薬事専門部会で

評価し、対応を検討する。 
 医薬品・医療機器等安全性情報、DSU（Drug Safety Update：医薬品安全対策情

報）、緊急安全性情報、安全性速報、医薬品の新規採用等に関する情報、その他、厚

生労働省からの通知等については、医療サービス課等より院内各部門へ配布する。 
 緊急安全性情報、安全性速報、医薬品・医療機器等安全性情報ならびに医薬品の新

規採用等に関する情報は、院内情報ウェブ（薬剤部ホームページ）に掲載し、参照

可能とする。 
 緊急安全性情報、安全性速報発出時ならびに添付文書情報の重要な改訂など緊急性

を有する安全性情報を入手した場合は、医薬品安全管理責任者（薬剤部長）と対応を

協議する。必要に応じ、院内各部門へ通知するとともに、処方医あるいは診療科ご

との患者リストを作成し、副作用の発現状況等の確認を依頼する。入院中の患者に

ついては診療科担当薬剤師による副作用等の発現状況の確認も行う。確認終了後は

リストに押印し、医薬品情報管理室に提出する。 
 病院情報管理システムにより、医薬品毎の使用患者数を診療科別に集計することに

より、各医薬品の処方状況を把握する。 
 DSU における「最重要」、「重要」に該当する薬剤等、使用状況の定期的な確認が必

要な医薬品を医薬品安全管理責任者（薬剤部長）と協議し決定する。 
 DSU における記載事項について遵守状況を確認し、必要に応じ、院内各部門へ通

知するとともに、通知後の遵守状況を再度確認する。 
 
9. 手術・麻酔部門 
 手術部で使用する医薬品は、配置薬カート及び手術部医薬品庫に定数配置とし、使用し

た定数配置医薬品を薬剤部から補充する。 
 向精神薬、筋弛緩薬等の配置場所への補充は、手術部担当薬剤師が行う。 
 向精神薬、筋弛緩薬の数量チェックは、手術部担当薬剤師が行う。 



 麻薬管理は、当日の麻酔科スーパーバイザーが行う。手術部担当薬剤師が麻薬の管理状

況を平日業務日に点検し、使用数を補充する。休日が連続する場合は、休日後最初の平

日に一括して行う。 
 
10. 集中治療部門 
 集中治療部で緊急時などに使用する医薬品は、配置薬カート等に定数配置とし、使用し

た定数配置医薬品を薬剤部から補充する。 
 薬剤部からメッセンジャーにより搬送された医薬品の配置場所への補充は、平日は、常

駐薬剤師が行う。休日及び常駐薬剤師が不在の場合は看護師が行う。 
 向精神薬、筋弛緩薬の数量チェックは、常駐薬剤師が行う。 

 
11. 輸血・血液管理部門 
12. 血液透析部門 
13. 画像診断部門、臨床検査部門 
14. 歯科領域 
 11～14 については「部署別安全管理マニュアル」部署別編ならびに各部門ホームペー

ジを参照する。 
 
15. 他施設との連携 
 必要に応じて他の医療機関へ、退院時処方（現に使用する医薬品の名称、剤形、規格、

用法・用量）の内容、一包化等の調剤上の工夫、服薬期間の管理が必要な医薬品の投与

開始日、アレルギー歴、副作用歴、禁忌医薬品等をお薬手帳や必要な情報が記載された

簡潔な文書（シール等）に記載して提供する。 
 院外処方箋に対する疑義照会及び回答は、薬剤部を介してファックスを用いて行う。 

 
16. 事故発生時の対応 
 緊急時には RRT またはドクターハリーコールにより対応する。 
 事故発生を想定した対応手順の作成と定期的な見直しを行い職員へ周知する。 
 「医療安全管理・危機管理対応ポケットマニュアル」を職員に配布し、定期的に見直す。 
 インシデント事例の収集・分析とそれに基づく事故防止対策の策定と実施を行う。 
 事故発生時には、「医療事故防止対策マニュアル」、「医療安全管理・危機管理対応ポケ

ットマニュアル」に従って対応する。 
 
17. 教育・研修 
 医療安全、医薬品・医療機器に関する事故防止対策等の教育・研修を実施する。 
 新任医師及び看護師に対する医薬品の安全使用に関する研修会を実施する。 



規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 6 回

・ 研修の主な内容：

1「補助循環（IABP，PCPS）」

2「人工呼吸器の安全な維持管理 基礎編」

3「血液浄化の安全な維持管理 基礎編」

4「保育器の使用方法」

「手入れ窓の付け方」

5「除細動器の基礎」

6 ｢診療用放射線の安全利用について｣

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

人工心肺装置

・ポンプ動作・センサー検知機等の動作確認

補助循環装置

・外観検査・内部検査・アラーム機能検査・表示機能検査・電源投入機能検査

・プライミング機能検査・モーター駆動検査・アラーム機能検査・タイマー機能検査

・流量センサー検査・バッテリー充放電検査・電気的安全性検査

人工呼吸器

・外観チェック・入力規格確認・電気的安全性・ＵＶＴ・ソフトウエアバージョン

・酸素濃度・ＰＥＥＰ/ＣＰＡＰ･ＰＳ制度・アラーム機能・バッテリー動作確認

・フローセンサ・１回換気量測定・モニタ精度・タービンアワーメータ確認

・本体アワメータ確認・電源ＯＦＦ時，アラーム確認・シールチェック

・交換パーツ及び数量の確認

血液浄化装置

・タッチパネル確認・透析液温度・自己配管診断・静脈圧0補整・目視点検

・バッテリー動作確認・ＣＦ時間確認・フィルター掃除・カプラー洗浄・バイパス消毒

・コンソール掃除・薬液ライン洗浄

除細動装置（ＡＥＤを除く）

・清掃状態確認，清掃・外観チェック・ログの確認，設定データのバックアップ

・ＥＣＧ機能・同期機能・ＳｐＯ2機能・拡張セルフテスト

閉鎖式保育器

・吸引ユニット・酸素･空気混合ガスユニット・警報機能・外観

診療用高エネルギー発生装置

ＯＮＣＯＲ Impression Plus

・ミラー調整・レティクル調整

・コリメータ回転角度調整

・温湿度記録確認・温湿度測定器電池交換
・除湿機のフィルター清掃

・ドレインの確認・水温，水圧の確認

・ケーブル接続確認・稼働記録確認



ＣＬＩＮＡＣ-２１００

・ビーム調整・スタンドバッテリー確認

・電子線調整・ＥＰＩＤ確認

・CRS PCの更新・クロスヘア交換・照射野ランプ交換

マイクロセレクトロンＨＤＲ

・装置の分解，清掃，点検・物理的動作確認・ケーブル停止位置精度チェック

・エラー表示確認・熱源測定、交換・装置漏洩線量測定

Ｏｎｃｅｎｔｒａ Ｂｒａｃｈｙ

・ハードウェア及びソフトウェアの動作テスト

・ハードウェアのクリーニング・システム設定確認

ＤＩＧＩＴＥＸ ｓａｆｉｒｅ ＳＰ

・画質確認・フィルター清掃・循環水補充

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：

・ その他の改善のための方策の主な内容：
・ その他の改善のための方策の主な内容：

1 平成30年6月12日医政地発第0612第1号に基づき、製造販売業者等から不具合が生じた機

器に関する情報を収集している。

2 臨床工学技士の研修会及び講習会参加により種々情報を収集している。

3 島根県出雲保健所から、人工呼吸器の医療安全対策に係る情報を収集している。

4 インターネットによる医療事故情報にて情報を収集している。

（情報の周知方法）

1 上記により収集した情報を医療機器安全管理責任者から病院長に報告をすると共に、該当

設置部署、会計課及びＭＥセンターに文書及び口頭にて周知している。

2 医療機器の安全使用のための研修会にて情報の周知を行っている。

3 医療機器管理システムによる情報発信（予定）

4 放射線機器に関する情報は、部内メール、もしくは回覧にて周知している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況

月１回開催される医療安全管理委員会において、医薬品の安全使用のための業務、規約等の整備、

情報の収集、従事者への研修状況について、医薬品安全管理責任者より報告を受け、また、医療機

器の安全使用のための業務、規約等の整備、情報の収集、従事者への研修状況について、医療機器

安全責任者より報告を受け、適切な実施のための指示を行う。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 5名 ）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

1. 院内の医薬品使用状況の把握

DSU に基づいた医薬品の使用状況の定期的な確認

令和 3 年度総件数 1件、医薬品安全情報（院内）発出件数 5件

2. 各種情報の整理

採用医薬品リストの改訂：令和 3 年度薬事専門部会 4 回

第 1回 2021. 4.28

第 2回 2021. 7.29

第 3回 2021. 10.27

第 4回 2022. 1.24

3. 医薬品安全管理責任者への報告

DSU に基づいた医薬品の使用状況の定期的な報告

令和 3 年度総件数 1 件、医薬品安全情報（院内）発出件数 5 件

院内副作用情報への対応

・アバスチン投与患者における消化管穿孔の発現について

・「フラジール内服錠」投与患者におけるメトロニダゾール脳症の発現について

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

1.処方した医薬品が未承認等に該当するか否かの把握

使用が認められた未承認等の医薬品については、医療安全管理部と薬剤部のホームページ

に掲示し、院内および薬剤部内に周知を図った。

2.リスク検討の有無、処方の妥当性等の確認

薬剤師による処方の妥当性等の確認を行った。

令和 3年度実績： 9 件

3.処方した医師等に対し処方変更等の提案、医薬品管理責任者への報告

未承認等の医薬品使用状況の報告

令和 3年度実績： 6 件（適応外 2 件、禁忌 4件）

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種：薬剤師・医薬品情報管理室担当 ）



（所属：医療安全管理部 ，職種：薬剤師・GRM ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：遵守状況を定期的に確認し，確認の結果，適切でない事例が認められる場合は，必要な指導を

行うとともに，当該事例を各部署に通知し，又は研修で取り上げるなどして，適切に説明が行われ

るようにする。

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

1.カンファレンスが適切に行われているか（適時、カルテへの記載内容）、あるいは情報の共

有が適切に行われているか

2.インフォームド･コンセントが適切に行われているか（適時、カルテへの記載内容）

3.他科の医師との連携は適切に行われているか（適時、カルテへの記載内容、その他）

4.主治医はその役割を適切に果たしているか

5.診療、看護の方針は適切に立案、実行されているか（医師は診断経過から治療方針が導き

出されているか、看護師は看護診断が適切に行われ、看護計画の立案とそれに基づいた看護

介入が行われているか）

6.その他問題と考えられる事項（改善すべき事項）はあるか

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（ 5 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 9 ）名

うち医師：専従（ 2 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 2 ）名

うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 1 ）名

うち看護師：専従（ 2 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 2 ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

1. 医療安全対策の推進のための指導及び管理。

2. 事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認を行

うとともに，必要な指導を行うこと。

3. 患者や家族への説明など事故発生時の対応状況について確認を行うとともに，必要な指導を

行うこと。

4. インフォームド・コンセントに関する確認及び指導など。

5. 事故等の原因究明が適切に実施されていること，その他の対応状況の確認及びその確認結果



に基づく必要な指導を行うこと。

6. 医療安全に係る連絡調整に関すること。

7. 医薬品の安全使用に係る連絡調整に関すること。

8. 医療機器の安全使用に係る連絡調整に関すること。

9. 診療用放射線の安全管理に係る連絡調整に関すること。

10. 安全管理に関する教育・研修及び安全管理に関する意識の向上の状況確認に関すること。

11. 医療事故調査制度に係る連絡調整に関すること。

12. 医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び保存，その他医療安全管理委員

会の事務に関すること。

モニタリングの具体例

(ア) 放射線・病理レポート未読率

(イ) 転倒転落発生率

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（1件）、及び許可件数（1件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等の決定等に関する業務を行う。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 12件）、及び許可件数（ 12 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・

無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の



有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等担当部門は，未承認新規医薬品等・適応外使用による医療の提供の適否等

の決定に関する業務を行う。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 358 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 3,045 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

医療安全管理部がカルテ記載や部署のリスクマネジャーからの聞き取りで状況確認し検証の

上、医療安全管理委員会へ報告し審議している。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名： 愛媛大学医学部附属病院 ）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 徳島大学病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ，訪問調査を取りやめ，紙面調査のみの実施とな

ったため，助言等はなかった。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

病院内の医療相談室内に患者相談部門を設置し，活動の趣旨，設置場所，責任者，対応時間につ

いて病院受付に明示している。主に患者相談部門担当者がその対応にあたっている。医療安全管理

者は患者相談部門の担当者と連携を密にして情報を共有し，患者・家族の相談に応じる体制を整備

している。患者の意向を尊重し，相談による不利益を与えることなく，プライバシー保護にも配慮

している。相談内容が重要と判断した場合は，その部署責任者にインシデント報告を依頼し，医療

安全管理委員会等で検討後，対応を関連部署や病院全体に周知して業務の改善をはかる体制として

いる。

⑫ 職員研修の実施状況



・研修の実施状況

1. 医療安全「第１回医療安全のための研修会」

2. 医療安全「第２回医療安全のための研修会」

3. 新規採用者「医療安全・感染対策研修会」

4. 中途採用者「医療安全・感染対策研修会」

5. 医薬品「医薬品安全使用のための研修会」

6. 医療機器：補助循環「補助循環（ＩＡＢＰ、ＰＣＰＳ）」

7. 医療機器：人工呼吸器「人工呼吸器の安全な維持管理 基礎編」

8. 医療機器：血液浄化装置「血液浄化の安全な維持管理 基礎編」

9. 医療機器：保育器「保育器の使用方法」「手入れ窓の付け方」

10. 医療機器：除細動器「除細動器の基礎」

11. 診療用放射線「診療用放射線の安全利用について」

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

日本医療機能評価機構が実施する「2021 年度特定機能病院管理者研修」に，管理者，医療安

全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者が参加し，医療に係る安全管

理のための研修を受講した。

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

＜主たる機能種別 一般病院３（機能種別版評価項目 3rdG：V.2.0＞

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

・評価を踏まえ講じた措置

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

島根大学医学部附属病院長選考基準

https://www.shimane-u.ac.jp/_files/00199902/senkoukijun2020.pdf

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

大学ホームページに掲載

◇部局長選考規程

https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&

rule=6

◇医学部附属病院長候補者選考会議規程

https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&

rule=7

◇医学部附属病院長候補者選考会議の運営に関する細則

https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&

rule=8

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付

す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

病院の運営方針、中期計画、予算及び決算

・審議の概要の従業者への周知状況

ホームページに会議資料及び議事要旨を掲載している。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法

ホームページに掲載している。

◇医学部附属病院運営委員会規程

https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=355

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

椎 名 浩 昭 ○ 医師 病院長

田 邊 一 明 医師 副病院長（教授）

大 野 智 医師 副病院長（教授）

田 島 義 証 医師 副病院長（教授）

竹 谷 健 医師 副病院長（教授）

田 中 真 美 看護師 副病院長（看護部

長）

和 田 孝一郎 教員 教授

名 越 究 教員 教授

金 﨑 啓 造 医師 教授

鈴 木 律 朗 医師 教授

田 村 研 治 医師 教授



石 原 俊 治 医師 教授

飛 田 博 史 医師 講師

長 井 篤 医師 教授

近 藤 正 宏 医師 講師

礒 部 威 医師 教授

伊 藤 孝 史 医師 准教授

山 﨑 修 医師 教授

林 田 健 志 医師 准教授

平 原 典 幸 医師 准教授

久 守 孝 司 医師 講師

板 倉 正 幸 医師 講師

織 田 禎 二 医師 教授

山 根 正 修 医師 教授

内 尾 祐 司 医師 教授

秋 山 恭 彦 医師 教授

和 田 耕一郎 医師 教授

稲 垣 正 俊 医師 教授

京 哲 医師 教授

坂 本 達 則 医師 教授

谷 戸 正 樹 医師 教授

楫 靖 医師 教授

玉 置 幸 久 医師 准教授

齊 藤 洋 司 医師 教授

岩 下 義 明 医師 教授

管 野 貴 浩 歯科医師 教授

矢 野 彰 三 医師 准教授

門 田 球 一 医師 教授

馬 庭 壮 吉 医師 教授

牧 石 徹 也 医師 教授

深 見 達 弥 医師 教授

佐 倉 伸 一 医師 教授



柴 垣 広太郎 医師 准教授

橋 本 龍 也 医師 講師

渡 部 広 明 医師 教授

林 健太郎 医師 教授

新 原 寛 之 医師 講師

津 本 周 作 医師 教授

比 良 英 司 医師 講師

河 村 敏 彦 教員 准教授

竹 下 治 男 医師 教授

平 井 順 子 栄養士 室長

安 田 謙 二 医師 講師

鬼 形 和 道 医師 教授

長 尾 大 志 医師 准教授

狩 野 賢 二 教員 講師

直 良 浩 司 薬剤師 教授

浦 田 明 宏 事務職員 事務部長

佐 野 千 晶 医師 教授

二 階 哲 朗 医師 准教授

中 谷 俊 彦 医師 教授

荒 木 剛 臨床検査技師 臨床検査技師長

宮 原 善 徳 診療放射線技師 診療放射線技師長

江 草 典 政 理学療法士 療法士長

明 穂 一 広 臨床工学技士 臨床工学技士長

岸 本 健 一 医師 医員

小 池 貴 之 医師 医員

伊 藤 修 司 医師 医員

山 根 縁 医師 医員

大 岡 篤 司 医師 医員

津 田 洸 旬 医師 医科研修医



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
ホームページに掲載している。
◇医学部附属病院規則
https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=353

◇医学部附属病院中央診療施設等及び薬剤部の部長，センター長及び室長並びに副部長，副
センター長及び副室長選考規程
https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=390

◇会計規則
https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=197

・ 規程の主な内容
病院の管理運営を統括し、所属職員を監督する。
部長等の選考を行い、任命する。
所掌する予算単位における予算案の作成及び予算の適正な執行について、権限と責任を有す

る。

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割
副病院長を５人置き、それぞれ「病院の改革に関する業務」「医療の安全管理に関する業務

」「病院の経営に関する業務」「研究・教育に関する業務」「職場環境改善・看護の質管理に
関する業務」を担っている。

また，病院長補佐を置き，それぞれ「改革」「安全管理」「経営」「研究・教育」を担って
いる。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況
病院長・副病院長が病院管理研修，病院マネジメントセミナー等を受講している。
また，事務部門においても，病院経営に係る企画・立案，専門的な経営分析ができるよう各

種研修会に参加している。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況

監査委員会の設置状況 ○有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：島根大学医学部附属病院の医療安全の取組状況について監査し，

必要に応じて是正措置等を講ずるよう指導・助言を行う。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・公表の方法：島根大学医学部附属病院のホームページに公表している。

https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=29

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付

す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

大居 慎治 松江赤十字病

院

医療安全管理に

関する識見を有

する

有・○無 1

大谷 順 雲南市立病院 医療安全管理に

関する識見を有

する

有・○無 1

二國 則昭 弁護士法人広

島みらい法律

事務所

〇 医療安全管理に

関する識見を有

する

有・○無 1

高瀬 政夫 出雲市今市地

区社会福祉協

議会

医療を受ける者 有・○無 2

有・無

有・無

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容
専門部署はないが，学長をコンプライアンス最高責任者とし，コンプライアンス統括責任者（

総務・労務，情報セキュリティ担当理事），コンプライアンス責任者（常勤理事）を置いている
。
コンプライアンスに係る規則等の整備及び教育・研修を実施するための全学的な年度計画（コ

ンプライアンス・プログラム）を策定・実施している。
コンプライアンス事案の報告又は通報があった場合は，速やかな調査と必要に応じた是正措置

を行う。

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
ホームページに掲載している。
https://www.shimane-u.ac.jp/introduction/compliance/index1.html



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

大学の理事会等とは別に設置しておらず、管理者が理事を兼務し、会議体に参画している。
管理者が会議体において病院の管理運営状況を定期的に報告している。

・ 会議体の実施状況（ 経営協議会 年１０回，役員会 年１５回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）
（参画実績：経営協議会 年１０回，役員会 年１５回）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法
ホームページに掲載している。

◇経営協議会規則
https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=21

◇役員会規則
https://www.kitei.jn.shimane-u.ac.jp/browse.php?action_treeList&rule=20

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ）

・通報件数（年 0件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするため

の方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ）

・周知の方法

医療安全管理・危機管理対応ポケットマニュアルに掲載

島根大学ホームページに掲示


